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︻
歴
史
︼
一
九
八
三
（
昭

和
五
十
八
）
年
に
開
校
。
本

年
度
は
児
童
二
百
四
十
五
人

が
学
校
生
活
を
過
ご
す
。

　

︻
特
色
︼
「
交
通
安
全
に

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
小
林
哲
校
長
。

　

学
年
ご
と
、
先
生
が
途
中

ま
で
付
き
添
う
下
校
指
導
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の

人
た
ち
も
通
学
路
に
立
つ
な

ど
し
て
見
守
っ
て
い
る
。

　

ま
た
年
一
回
、
自
転
車
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
危

険
予
測
を
学
ぶ
と
い
っ
た
交

通
安
全
教
室
を
開
催
。
昨
年

一
月
に
は
、
全
日
本
交
通
安

全
協
会
主
催
の
「
第

回
交

通
安
全
国
民
運
動
中
央
大

会
」
で
表
彰
を
受
け
た
。

　

︻
取
り
組
み
︼
昨
年
度
は

市
教
育
委
員
会
「
夢
と
命
の

絆
づ
く
り
推
進
事
業
」
実
施

校
に
選
ば
れ
、
「
心
と
心
を

つ
な
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に

二
つ
の
活
動
を
展
開
し
た
。

　

活
動
の
一
つ
、
あ
い
さ
つ

運
動
は
本
年
度
も
継
続
。
児

童
会
代
表
委
員
に
よ
る
「
あ

い
さ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
、

児
童
考
案
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
身
に
着
け
て
呼
び
掛

け
、
輪
を
広
げ
て
い
く
。

　

そ
の
ほ
か
、
六
年
生
の
授

業
で
は
、
学
校
と
国
立
長
崎

原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念

館
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

で
結
び
、
被
爆
者
か
ら
体
験

談
を
直
接
聞
く
な
ど
「
ピ
ー

ス
ネ
ッ
ト
」
を
使
っ
た
平
和

学
習
も
実
施
し
て
い
る
。

　

︻
校
長
先
生
か
ら
西
城
小

の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
︼
学
校
で
楽
し
く
学
ん
だ

体
験
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
で

考
え
、
実
行
で
き
る
よ
う
な

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

西
城
小
学
校

　西
城
二
ノ
一
四
ノ
三

自分で考え、実行できる人に

地域の歴史―貴重な手動の消防ポ
ンプなどが玄関脇に飾られている

　

守
山
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
（
以
下
、
区
ボ
ラ
連
）

の
結
成
は
一
九
九
六
（
平
成

八
）
年
、
十
五
の
グ
ル
ー
プ
で

ス
タ
ー
ト
。
当
時
は
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
存
在

し
な
が
ら
も
つ
な
が
り
は
な

く
、
連
携
や
情
報
交
換
を
す
る

こ
と
で
〝
輪
を
広
げ
よ
う
〟
と

の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

結
成
後
は
グ
ル
ー
プ
同
士
で

相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容

の
違
い
を
生
か
そ
う
と
す
る
取

り
組
み
を
始
め
た
。
「
各
部
署

が
機
能
し
て
成
り
立
っ
て
い
る

会
社
の
よ
う
な
感
じ
」
と
表
現

し
た
の
は
田
代
会
長
。

　

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
か

ら
は
「
守
山
区
福
祉
ま
つ
り
」

（
毎
年
十
一
月
）
を
主
催
す
る

団
体
の
一
つ
と
し
て
活
躍
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
「
一
日
体
験
講
座
」

や
、
一
般
の
人
も
参
加
で
き
る

交
流
会
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ

ど
い
」
も
毎
年
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の

災
害
後
に
は
街
頭
募
金
活
動
を

区
内
外
で
行
っ
た
ほ
か
、
会
員

ら
が
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
タ

オ
ル
を
被
災
地
へ
贈
っ
た
。

　

区
ボ
ラ
連
の
合
言
葉
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
み
な
が
ら

明
る
く
活
動
を
」
。
現
在
は
十

八
グ
ル
ー
プ
・
約
九
百
七
十
人

が
仲
間
と
な
っ
て
、
地
域
福
祉

に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

以
前
は
大
阪
で
暮
ら
し
て
い

た
と
い
う
副
会
長
の
柏
本
妙
子

さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
お
か
げ
で
地
域
の
こ
と
が
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
解
け

込
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
」

と
に
っ
こ
り
。

　

結
成
当
初
か
ら
区
ボ
ラ
連
を

ま
と
め
て
き
た
田
代
会
長
は

「
仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
の

二
十
五
年
で
し
た
」
と
感
想

を
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
引
き
続

き
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
」
と
も
話
し
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

区
ボ
ラ
連
事
務
局
＝
小
幡
南

一
、
ア
ク
ロ
ス
小
幡
三
階
＝
に

は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
所
」

を
設
け
て
お
り
、
「
ど
ん
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
る

の
？
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
質
問

や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
同
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
０
２
２
７
＝
へ
。

老
田

　心
晴
さ
ん

荻
野

　か
り
ん
さ
ん

矢
島

　春
奈
さ
ん

刑
部

　華
子
さ
ん

大
浦

　香
織
さ
ん

志
字

　藍
衣
さ
ん

西
田

　凜
さ
ん

梅
村

　純
平
君

永
田

　葵
依
さ
ん

藤
原

　麻
央
さ
ん

芝
田

　旭
冴
君

鵜
飼

　あ
か
り
さ
ん

鵜
飼

　英
仁
君

幸
治

　彰
斗
君

谷
本

　す
み
れ
さ
ん

芳
松

　絢
香
さ
ん

吉
川

　優
月
さ
ん

金
岡

　蓮
太
君

安
藤

　玲
央
君

後
藤

　真
次
郎
君

木
村

　鷹
斗
君

①
志
段
味
西
小
学
校

②
服
屋
さ
ん

①
志
段
味
西
小
学
校

②
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

①
志
段
味
西
小
学
校

②
パ
テ
ィ
シ
エ

①
志
段
味
東
小
学
校

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
か　

警
察
官

①
小
幡
小
学
校

②
保
育
士

①
小
幡
小
学
校

②
保
育
園
の
先
生

①
白
沢
小
学
校

②
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん

①
小
幡
小
学
校

②
忍
者
隊

①
小
幡
北
小
学
校

②
新
幹
線
の
運
転
士

①
廿
軒
家
小
学
校

②
保
育
園
の
先
生

①
小
幡
北
小
学
校

②
お
相
撲
さ
ん

①
小
幡
北
小
学
校

②
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

①
小
幡
北
小
学
校

②
歌
手

①
小
幡
小
学
校

②
お
た
す
け
マ
ン

①
小
幡
小
学
校

②
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
の
お
姉
さ
ん

①
瀬
古
小
学
校

②
絵
描
き
さ
ん

①
瀬
古
小
学
校

②
保
育
士

①
大
森
小
学
校

②
保
育
園
の
先
生

①
大
森
小
学
校

②
お
菓
子
屋
さ
ん

①
大
森
小
学
校

②
野
球
の
お
仕
事

①
大
森
小
学
校

②
頭
の
良
い
人

①
入
学
し
た
学
校

②
将
来
、何
に
な
り
た
い
？

　

引
き
続
き
、
仲
間
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い

―
。
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
つ
く

る
「
守
山
区
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
」

（
田
代
京
美
会
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
結
成
二
十

五
周
年
を
迎
え
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
も

区
ボ
ラ
連
を
助
成
す
る
「
名
古

屋
守
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

か
ら
の
感
謝
状
を
手
に
田
代
会

長
（
右
）
と
柏
本
副
会
長

 守山区ボランティア連絡協議会が結成25周年
仲間と「楽しみながら明るく活動」


